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伊陸地区コミュニティ協議会

「伊陸の夢プラン」実行に向けて

初夏の候、皆様方にはご健勝のこととお喜び申し上げます。平素から伊陸地区コミュニティ協

議会の事業活動につきまして、多大なるご理解・ご協力を賜わりまして、厚くお礼を申し上げ

ます。

さて、一昨年前より取組んできました伊陸夢プランの策定作業につきましては、地区の皆様方

にはアンケート調査など色々な場面でご理解ご協力を賜わり、お陰をもちまして、３月２３日

に「伊(い)陸(かち)夢プラン～たすけあいの郷(さと)“いかち”～」の発表会を開催しまして、

策定報告させていただきました。

今後、この夢プランの具体的な事業を実施してまいりたいと考えております。そのため、伊陸

地区コミュニティ協議会のもとに、４月２７日に「伊陸夢プラン支援協議会」を設置しました。

この協議会を中心に夢プラン行動計画を具現化してまいります。

役員は互選にて下記のとおり決まりました。

会長に西川 義彦(藤の木)、副会長に岡崎 アキ子(久可地)、竹山 晃（北畑）、中西 英次(長

野)、理事に坂東 進(長野)、佐郷 百恵(長野)、勝本 澄人(旭)、崎原 孝就(長野)、松村 敏子

(木部)、梶川 民姫(藤の木)、中原 直巳(宮ケ原)、藤山 一成(宗兼)、田村 明男(北畑)、藤本

綾(宮ケ原)、寺西 久美子(門前)、若林 哲幸(藤の木)、大竹 修二(錦)、森藤 鎮男(北畑)、山

近 厚生(中村)、宮崎 祐司(宗兼)。

また、参与として、久冨 海(市議会議員)、松岡 征彦(夢プラン策定委員会長)、藤本 繁(夢プ

ラン策定委員会地域部会長)、山本 達也(市議会議員)

の４名を含めて構成しています。

今後とも、ご支援ご協力を賜わりますようよろしく

お願い申し上げます

なお、裏面にはこの度策定しました「伊(い)陸(かち)

夢プラン～たすけあいの郷(さと)“いかち”～」で

取組む行動計画を掲載しております。

伊陸地区コミュニティ協議会 会長 山本 達也



 
 

伊陸夢プラン（行動計画表）～ たすけあいの郷“いかち”～ 

活動項目 課題解決策 取組方法 

道 路 

・ 

交通整備 

デマンド交通を導入する。 デマンド交通制度の研究 

交通弱者の現状把握 

地域住民の意向調査 

市、交通機関等との協議 

道路を整備する。 県道（柳井・玖珂線）の道路事情の把握 

地区内の県道、市道の実態調査 

電動カートが安全に通れる程度まで歩道を広くするよう行政に要望 

地元住民による市道の整備 

施 設 

旧伊陸中学校建物の利活用につい

て、保存、解体の両面から検討す

る。 

建物、敷地内の現状把握 

地域住民の意向調査 

市教育委員会との協議 

防 災 

・ 

安 全 

地域ぐるみで防災意識を高める。 自主防災組織を作る。 

防災意識を高める。 

危険個所を確認する。 

福 祉 

高齢者が安全安心に生活できる地

域を作る。 

高齢者の実態を確認する。 

高齢者の支援サービスを行う。 

集い活動する場を作る。 

医療サービスを充実させる。 

史 跡 

・ 

神社と 

伝統行事 

伊陸の文化財・名所をＰＲする。 ホームページなどで市内外へＰＲする。 

伊陸天神祭、南山神社の神楽、糸

あやつり人形の保存継承に取り組

み、盛り上げる。 

各団体と保存、継承の方法などについて協議の場を開く。 

地 域 

・ 

自治会 

環境整備 

自治会組織の充実を図る。 

 

自治会の横の繋がりを深める。 

自治会組織の今後の在り方を検討する。 

地域の環境整備に取り組む。 地域の景観維持 

地域の安全対策 

直売所 

直売所間の連携を強化する。 伊陸地区の直売所マップを作る。 

各直売所に共通の看板を設置する。 

直売所を一本化する。 

農作物販売イベントを開催する。 ウエスト・いかち主催のキャベツ祭（２月）へ地域で参加する。 

年末大売出し（１２月下旬）を復活する。 

特産品 

づくり 

おいしい伊陸米をＰＲする。 地域全体で伊陸米をＰＲする。 

特徴的な伊陸米を販売する。 

地域を代表する商品を作る。 「伊陸の梅干し」を、地域を代表する特産品として売り出す。 

新たな特産品を作る。 

子 供 

・ 

住 宅 

コミュニティ・スクールの充実に

よる学校と地域の活性化を進め

る。 

学校と地域の連携についての現状・課題の把握 

伊陸地域活性化の活動拠点となるにふさわしい複合型学校施

設案の検討・作成及び市への提案 

学校支援ボランティア（伊陸小応援団）の拡大 

地域活動支援本部の組織づくり 

宅地の確保と空き家の有効活用を

進める。 

市の宅地及び空き家バンク制度の研究 

各自治会に現況調査依頼 

持ち主の調査（意向調査など） 

交 流 

・ 

情報発信 

交流イベントづくりを進める。 地域一体となって人口増につながるイベントの企画 

情報収集、発信を進める。 情報収集、発信のためのスタッフを組織 

伊陸住民のインターネットへの接続希望状況の調査 

 


